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　私は爆心地より2.1㎞離れたところで被爆しましたが、１歳10カ月で
したのでほとんど記憶はありません。被爆のことについて母はあまり話
したがりませんでしたが、私が結婚してからようやく少し話してくれま
した。以下は母から聞いた話です。
　私の家は大きな家だったのでまともに爆風を受けましたが、窓を開け
放していたので全壊はしませんでした。母と私は柱の陰にいたため幸い
にケガをすることはありませんでした。ところが外の状況は違って、ま
るで地獄のようだったそうです。人間は焼きイモのように真っ黒焦げに
なって死んでいました。「水を……」という被災者にも、水をあげれば
死ぬのであげないようにとマイクで叫んでいるので、どうすることもで
きなかったそうです。
　被爆してしばらくは、母も他の被爆者と同じように、体調はよくなか
ったようです。母の背中に10円玉のようなお灸の跡が10カ所程ありまし
た。当時は薬といっても何もないので、体調不良のときはお灸を施して
しのいだのだそうです。その後もいろいろあったようですが、これだけ
聞くのがやっとでした。
　私は被爆当時の記憶はありませんが、今でもサイレンの音を聞くと急
に心臓が高鳴り不安になるのです。幼児の頃に受けた記憶が潜在意識の
中にあって、そうなるのではと思っています。42歳の時に肝臓病にかか
って入退院を繰り返し、大変な目にあいました。被爆のせいではないか
と不安でしたが、大きな声では言えませんでした。８年ほど前には脳梗
塞になりました。後遺症はなかったものの、字を書くときは今でも手が
震えます。３年前には甲状腺に異常がみつかり現在経過観察中です。
　今一番困っているのは、４年ほど前から頭がフワフワして歩くのも覚
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核兵器は悪魔です
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第１章　世界へ

束ない時があり、一人で外出するのが不安でならないことです。急にそ
のような症状が現われるので心療内科にも通っていますが全然よくなり
ません。医師からは「自律神経失調症です。死ぬことはないので気長に
付き合いましょう」と言われましたが、運動もできずこのままだと足腰
も弱ってしまいそうで不安です。昨年９月には狭心症になり３回手術を
受けました。今後の自分のことを思うと不安でなりません。
　今後日本がどの方向に向かうかわかりませんが、核兵器だけは何とし
ても撲滅してもらいたいと思います。核兵器は一度に罪もない人々を大
量に殺し、生き残った人にはいつまでも原爆症で苦しめる悪魔にほかな
りません。戦争は絶対反対です。


